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４月・５月の休館情報 

〖４月〗図書館オリエンテーション実施中です 

「新生活応援」企画展示開催中！（4/2（火）-５/３１（金） 

貴方にとって「紙媒体での読書の価値」って何ですか？ 

新入生・新入職員の皆様へ
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貴方にとって「紙媒体での読書」の価値って何ですか？ 

                                                        神経精神医学講座 小曽根 基裕 
 

新しい年度が始まり、人生の門出に心弾ませておられる方が多くいらっしゃ

ると思います。 

人生は短く、限られた時間の中で様々な経験を積み重ねています。その中で、

本来「読書」は心と魂を豊かにし、深める手段として有意義な存在です。本を

手に取り、その頁をめくる瞬間、無限の世界へと足を踏み入れることができま

す。読書は知識の冒険への誘いであり、その魔法に触れることで人生が一層豊

かになるでしょう。読書は他者の視点や経験に触れ、新たな考え方を学ぶこと

ができます。また、知識を深める手段としても優れ、専門書や教育的な著作を

通じて新しい分野や概念に触れ、自己の視野を広げることができます。読書は

学びのプロセスを楽しむ旅でもあります。さらに、ストレス解消やリラックス

の手段としても効果的です。忙しい日常の中で本を手に取り、異なる場所や状

況にいるような感覚を味わうことができます。物語の中の登場人物と共感し、

共に冒険することで、日常のプレッシャーや不安を忘れることができます。心

の休息を提供し、新しいエネルギーを注入してくれるでしょう。読書は変わり

つつある環境においても、私たちの心を豊かにし、知識の旅を続けるパートナ

ーとして重要な存在です。 

そもそも人類は文字を持たなかった時代から粘土板やパピルス、紙、竹など

の媒体に文字を残すことで様々な情報を蓄積する手段を得て、技術や文化を大

いに発展させることが出来ました。しかし、昨今の技術革新に伴い、情報伝達

の手段は紙から電子媒体中心となりました。スマートフォンやタブレットでの

読書が主流になり、さらにオーディオブックや本の要約を提供する YouTube チ

ャンネルなども登場し、情報伝達手段としての本の役割が薄れつつあります。

教育の場でも動画やタブレットを使うものが汎用され、人々の生活様式にも大

いに影響を与えています。 

今年はさらにIOT（Internet of Things）で全ての人とモノがつながり、様々

な知識や情報が共有され、今までにない新たな価値を生み出し、また、人工知

能（AI）により、必要な情報が必要な時に提供される時代になりつつあります

（Society 5.0）。 

今年度のはじまりに何千年を経て薄れつつある「紙媒体での読書」の価値を、

皆様各々に見直す機会にされてみてはいかがでしょうか。 
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  図書館からのお知らせ 

４月・・２９日(月)  

５月・・３日(金)～６日（月） 

 


